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かったのである(Tennstedt 198 1, S. 35）。彼らは危急の場合には，ゲマイ
ンデのわずかばかりの貧民救助を頼みとしていた。ただしそれは一般に，































































































































































　資料出所:W. G. Hoffmann 1965, S. 178; StatistischesJahrbuch fur die Bundesrepublik




















が, 90%が北アメリカヘと向かった。 1851年から1900年に, 440万人のド
























































































































































































　　　ここで引用されているのは, Geschaftsinstruktionfiirdie Regiemngen vom 26.
　　Dezember 1808 中の第50項の一部である。なお,本項目については以下を参照。
　　Frerich, Johannes,Handbuch der Geschichteder Sozialpolitikn Deutschland,Bd. 1:














































































































































































がこれである｣(Jantke 1955, S. 21)。労働力の大部分は工場での労働に適
応できなかったし，その能力もなかった(F. Schnabel 1965, Bd. 6, S. 84)。
初期の工場労働者は自分たちの仕事にまったくと言ってよいほど心構えが
できていなかったし，規則的な労働，労働規律，機械のもとでの労働，と

























































































































































































　1）この点については, Tennstedt 1981, S 47-77 (世紀前半について），S
　　　113-25 (世紀中葉について），S　151-164 (世紀後半３分の１について）
　　　を，また当時の史料にもとづいた具体的説明としてPols 1988 および，
　　　Ritter / Kocka 1974 を参照。関連文献について展望を得るものとして
　　　はWehler 1976 がある。
　2) Bnefs, Ｇ ，Der Sundenfallin das Pnvateigentum, FrankfuruterAllgememe
　　　Zeitung vom 16 7 1960
　3）「プロレタリア」の概念については, Lampert 1980ａ,S 38を参照。
　4）階級社会の形成の原因としての，および社会問題の発生の原因として
　　　の，所有権の有無の状況については, SchmoUer 1918 を参照。さらに，





　5）この点については, Herkner 1922, Bd 1，S 23fおよびそこで挙けられ
　　　ている諸文献，ならびにKuczynski, S 368ff を参照。
　6) Henning 1995, S 27f, Kuczynski 1962, S 295ff, SchmoUer 1918, S
　　　260ff, Bry, S 71f
　7）この点については, Herkner 1922, Bd 1，S 49ff, van der Borght 1904,
　　　S 386ff, Hirschberg 1897, Verem fur Socialpolitik(Hg), Die Woh-
　　　nungsnot der armeren Klassen ｍ deutschen Grosstadten und Vorschlage
　　　zu deren Abhilfe, Schnften des Vereins fur Socialpolitik,Bd XXX,
　　　Leipzig 1886, Brander, S ,Wohnungspolitik alsSozialpolitik,Berlin 1984,









　　　の点については, Herkner 1922, Bd 1，S 50を参照。
　　　　　　　　　　　　　　　－182 －
9）たとえば，Ａ Krupp,“Ein Wort an meine Angehongen” Ｉｎ Schraepler
　　1966, S 99ff およびＣ Freiherrｖ Stumm-Halberg, Das System“Stum?’，
　　ｍ Schraepler 1996, S 104ff
10）この点については, Herkner 1922, Bd 1, S 427-470を参照。
11）この点については, Bnefs 1926, S 182ff, Fischer 1972, Tennstedt 198 1，













　　越したのである。この点について, Bom 1966, S 277を参照。
15）ヨーロノパの人口は1750年頃におおよそ１億5000万人に達していた。
　　1800年頃にはおおよそ１億8000万，1850年頃にはおおよそ２億6500
　　万，1900年頃にはほぼ４億人であった(Albrecht 1955, S 19）。この数
　　字が正しいとすれば，人口は18世紀後半で約15%, 19世紀の前半，
　　後半でそれぞれ約50％増加したことになる。
16) StatistischesBundesamt, Bevolkerung und Wirtschaft 1872 bis 1972,
　　Stuttgart 1972, S 90
17）この点については，社会的法治国家および社会政策の展開にとっての
　　フランス革命の役割について詳細に論じた, Lampert 1989ａ，S 105ff
　　を参照。
18）1776年から1815年までの解放戦争後の復古的傾向，および保守的な
　　動きについては，F Schnabel 1964, Bd 3，S 26ff und 34ff および
　　Volkmann 1968, S 37ff を参照。
19）農民解放について，総論的なものとしては, Lutge, in Handworterbuch
　　der Sozialwissenschaften,1956, Bd 1，S 658ff およびLutge 1966, S
　　433ff, F Ｗ Henning 1994, S 253ff, ders 1995, S 37ff, Bechtel 1956。
　　　　　　　　　　　　　　― 183一
　　　S. 195ff.; F. Schnabel 1964, Bd. 2, S. 89ff., ebenda 1964, Bd. 4, S. 106ff.
20）農民解放のマイナスの諸結果については, F. Schnabel 1 964, Bd. 4, S.
　　　106ff.; Bechtel 1956, S. 198; Liitge 1966, S. 439ff｡; Riistow 1 959, S. 12
　　　を参照。
21) Achinger 1 979, S. 11より引用。またHerkner 1922, Bd. 1, S. 443f.を参
　　　照。




　　　いてきちんと職につくことを拒んでいた」のである。 Adler 1 898, S.922.
24) Borchardt, K. 1972, S. 51.また個々の産業部門の盛衰傾向の詳細につい
　　　ては, Bechtel 1 956, S. 216-230を参照。
25）この点については, F. Schnabel 1 965, Bd. 6, S. 60ff。に記述されたハル
　　　コートの人員配置策を参照。
26）この点については, F. Schnabel 1 965, Bd. 6, S. 65ffバこ記述されたＦ.
　　　ケーニヒの人員配置策を参照。
27) 19世紀第二半期の失業率については, Kuczynski 1 962, S. 253-266, Bor-
　　　chardt 1976, S. 248f., S.２１０,およびAdler 1898, S. 925を参照。
28）被雇用者数は1850年から1871年にかけて，年平均0.65％上昇した
　　　（Ｗ. Ｇ. Hoffman 1 965, S，91）。他方で，1850年から1871年までの間の
　　　労働供給を決定づけるひとつであった，1820年から1850年の人口増
　　　加率は年平均0.9％から1.4%の間であった(Statistisches Bundesamt,
　　　Bevolkerung und Wirtschaft 1 872 bis 1 972, Stuttgart 1 972, S. 90）。
29) Jantke 1 955, S. 3; Michel 1 953, S. 60.さらに, S. Pollard, Die Fabrik-
　　　disziplin in der industriellen Revolution, in: Ｗ. Fischer / Ｇ･ Bajor (Hg.)
　　　1967, S. 159ff｡も参照。





31) Michel 1953, S. 92; Jantke 1955; SchmoUer 1918, S.201.





33) Briefs 1934, S. 120f.資本主義的労働組織については, Michel 1953, S.
　　　117ff.およびRitter / Kocka 1974, S. 140ff.さらにS. 144以下に収録さ
　　　れている当時の文書を参照。
34) Herkner 1922, Bd. 1, S. 115,シュモラーは1874年，つぎのように記述




35）この点については, Abbe 1921, S. 40ff.;Herkner 1922, Bd. 1, S. 1, 14ff.,
　　　S. 427ff.を参照。
36) Michel 1953, S. 60, S. 92; Jantke 1955, S. 4; Syrup / Neuloh 1957, S.53.
37）　Von Schonberg, in: Schraepler 1996, S. 58ff.;Volkmann 1968, S. 26f.;
　　　Briefs 1926, S. 154:「市民層はここに横たわる問題を一時もまったく認
　　　識していなかった。適切な手だてでそれを解決しようとしたのははる
　　　かに少数であった。」
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